
他のクラウドから基幹データベース
を移行！
「その理由」
Modern Cloud Day Tokyo



おことわり

この資料で述べられている内容は
あくまで、
2019年7月29日現在の情報で、
クラウドサービスは常に進化している
ので、この限りではありません



• 鈴木誠司

• 株式会社ファンコミュニケーションズ
プロダクト開発部

• 2011年入社
• A8->情シス->A8
• インフラ担当で、社歴が一番長くなりました。。。

☆アウトプット

「元うなぎ屋」というブログをやっています

@snicker_jp

blog

自己紹介



今日話すこと

• 担当するサービス「A8.net」について

• サービスの紹介

• サービスの規模感

• 「A8.net」におけるOracle Database遍歴

• A8のデータベース規模感

• Oracle Autonomous を採用する理由



今日話さないこと

• 具体的な移行方法

• 技術的なお話

• Oracle Autonomous Transaction Processing の技術詳細

• Oracleの方から聞いてください

• オトクな移行プラン

• Oracleの方から聞いてください



今日話すこと

• 担当するサービス「A8.net」について

• サービスの紹介

• サービスの規模感

•
•

•



「A8.net」について
エーハチドットネット



「A8.net」とは？
• 株式会社ファンコミュニケーションズが提供する

成果報酬型広告サービス

• 「アフィリエイト広告」のサービスプロバイダ

• 2000年サービス提供開始



「A8.net」とは？
• 会員規模

• トラフィック（広告のみ）

• インフラ（全体）

アフィリエイトサイト数 約260万サイト

広告主数 約2万弱

売上 約30億円/月

Outbound 約200Mbps

アクセス数 約2億/日

プロダクションサーバー 約300台(仮想)

オンプレ、クラウド比率 1:9

AWS費用 約$37,000(約400万円)

この規模のサービスを
24時間365日

安定稼働させることが
インフラ担当のミッション



データベース規模感
1テーブルが4億レコードを超えるものもある

•1億レコードを超えるテーブルが複数存在

日毎で、数百万件の処理を行う

•把握しているだけで、100万件/日を処理するテーブルがある

•日毎、月毎のサマリ処理が徐々に遅延し始める

•今まではハードウェアの性能向上で、しのいでいた

Oracle Database Standard Edition

•この規模を「Standard Edition」で運用

•何度も「Enterprise Edition」移行を勧められていた



今回の
システム構成

DC

クラウド

内部接続
プライベート
クラウド

App
ECX

内部接続

内部接続

App

App

Database System

Oracle
クラウド



今日話すこと

•
•
•

• 「A8.net」におけるOracle Database遍歴

• A8のデータベース規模感

•



A8.NETにおける
ORACLE DATABASE遍歴
一緒にOracle Databaseを振り返りましょう



A8netとOracle Database

• 2000年(A8net開始)～2011年
• Oracle 8i Database
• Oracle 9i Database
• Oracle Database 10g

• 2014年
• Oracle 機器リプレイス

• Oracle Database 11g

• 2017年
• AWS RDS移行

• Oracle Database 12c

ずっと

Oracle Database Standard Edition
ずっと

Oracle Database Standard Edition



A8.net で利用しているデータサービス

• Oracle Database(Amazon RDS for Oracle)
(オンプレミス時代から利用)

• MySQL Database(仮想マシン、RDS)
• Amazon Aurora MySQL
• Amazon Redshift
• Amazon Athena
• Amazon DynamoDB
• Treasure Data
• etc...

Amazon Aurora

Amazon DynamoDB

Amazon Redshift

Amazon RDS

Amazon Athena
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今日話すこと

•
•
•

•
•

• Oracle Autonomous を採用する理由



本題
移行する理由



「Oracle Database」
使っている方！



「Standard Edition」
使っている方！



移行理由

• 課題の解決

• 予測不能な、性能不足に遭遇

• Autonomous Database (究極のDatabase)
• コンセプトに惚れる

• 運用負担を軽減してくれる

• Standard Edition卒業

• 出来ない！がなくなる



移行理由

• 課題の解決

• 予測不能な、性能不足に遭遇

•
•
•

•
•



「Oracle Autonomous 
Transaction Processing」を検
証する理由



AWS「Oracle RDS」
最大帯域幅上限問題

インスタンスサイズによって

Disk性能よりインスタンス上限が下回ることもある
(プロビジョンドIOPS [io1]を使っても同じです)

1000/8 = 125MB/秒

Diskは 250MB/秒 でも、
インスタンスの帯域上限

125MB/秒

参考：https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonRDS/latest/UserGuide/Concepts.DBInstanceClass.html



AWS「Oracle RDS」
最大帯域幅上限問題

実際にこの「上限」が、
障害に。。。



AWS「Oracle RDS」
回避案
• インスタンスのサイズを上げる

• サービス停止が必要

• 事前に相談する
• そもそも、設計段階でAWSに相談すべき

（設計ミス！？）

• 回避できない回避案

• プロビジョンドIOPS
• IOPSが上がれば、スループット性能は上がりますが

あくまでDisk性能が上がるだけ
• 設定していてもダメｗ

（お金だけ取られる。。。）



「Oracle Autonomous 
Transaction Processing」なら
• インスタンスのサイズを上げる

• サービス停止が不要

• 事前に相談する

• 設計時点で、読めていなくても大丈夫！

• CPU増やすのも減らすも無停止

• IOPSは考える必要すらない

https://cloud.oracle.com/ja_JP/atp/features



移行理由

•
•

• Autonomous Database (究極のDatabase)
• コンセプトに惚れる

• 運用負担を軽減してくれる

•
•



Autonomous Database
(究極のDatabase)

EXADATA
な

インフラ

機械学習
による

運用支援



• インフラの心配をしなくていい！

• 24時間365日の性能監視
• なかなか人間ではできない

• 自動パッチ適用
• 既知の不具合心配しなくていい

• 最後のアップデート
• OracleDatabase最後の移行だと思っている

Autonomous Database
(究極のDatabase)

https://cloud.oracle.com/ja_J
P/atp/features



移行理由

•
•

•
•

• Standard Edition卒業

• 出来ない！がなくなる



この機能

「Standard Edition」で使えません！
の

ジレンマから解消

Standard Edition からの卒業



まとめ

• 課題の解決

• 予測不能な、性能不足に遭遇

• Autonomous Database (究極のDatabase)
• コンセプトに惚れる

• 運用負担を軽減してくれる

• Standard Edition卒業

• 出来ない！がなくなる

設計がそこまで予測できていなくとも
大丈夫！

（オンラインで、システムを伸縮可能）

EXADATA ＋ 機械学習
「究極のDatabase」ですよね！

僕たちは
「安価に」Enterprise Edition相当

が使えて嬉しい！



ご清聴ありがとうございます！
何かの参考になれば幸いです



Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  | 1

株式会社ファンコミュニケーションズ様
におけるAutonomous Database
ご採用経緯

日本オラクル株式会社
オラクル・デジタル
第二ソリューションエンジニアリング部
Master Principal Internet Solution Engineering
宇多津 真彦
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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明する
ものです。また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる
契約にも組み込むことはできません。以下の事項は、マテリアルや
コード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものでは
ないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。オラ
クル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期に
ついては、弊社の裁量により決定されます。

2

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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Program Agenda

Autonomous Transaction Processing ご採用経緯とその魅力

Autonomous Database のリソースを「お手頃」に活用

Oracle Consulting Service による導入支援

1

2

3

3
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Autonomous Transaction Processing 
ご採用経緯とその魅力

4
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ファンコミュニケーションズ様へのご提案（１）

• 2015年当時の課題

– 安定しているが、データが何十億件もありクエリーがかえってこないこともある

– きちんと運用管理できていない

– H/Wリプレースを控えている

5

2015年にもご提案しておりました

Oracle Database
Standard Edition

Oracle Database
Enterprise Edition

+ Exadata
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ファンコミュニケーションズ様への提案（２）

• H/Wリプレースについては他社クラウド化することで対処

• 「性能劣化対策はおこないたいが、費用が折り合わず、DBはStandard Editionのまま...。」

• 「運用管理の向上のため、Enterprise Edition (Diagnostics Pack/Tuning Pack)を使いたい」

• 「Exadataは導入したかったが費用感があわない」

6

2018年の訪問時に…

（Exadata基盤の）

Autonomous Database のご提案
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Autonomous Database Cloud を構成するテクノロジー

7

• Oracle Database 18c
– 多くの自動化されたデータベース機能

• Oracle Exadata
– Exadataによる自動化されたインフラストラクチャー、
パフォーマンス、可用性、セキュリティ

• Oracle Cloud Infrastructureと応用機械学習

– 次世代クラウドアーキテクチャを採用したデータセンター
機械学習を活用したポリシーベースでの自動化

Infrastructure
Automation
with Exadata

Oracle Database 
Automation with 

Database 18c

Oracle Cloud Infrastructure
and Applied Machine Learning

+

+
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Oracle Databaseの進化
オラクルは数千人/年をデータベースの自動化と最適化に投資してきました

8

• Automatic Query Rewrite
• Automatic Undo Mgmt

• Autonomous Health Framework 
• Automatic Diagnostic Framework
• Automatic Refresh of Clones

• Automatic SQL Tuning 
• Automatic Workload Capture/Replay
• Automatic SQL Plan Management
• Automatic Capture of SQL Monitor
• Automatic Data Optimization

• Automatic Memory Management 
• Automatic Segment Space Mgmt
• Automatic Statistics Gathering
• Automatic Storage Management
• Automatic Workload Repository
• Automatic Diagnostic Monitor 

• Automatic Columnar Flash
• Automatic IM population
• Automatic Application 

Continuity

9i
10g

11g

12c

18c

8
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Autonomous Database を支える
Exadataの主な高速化テクノロジー
全てデフォルト有効化

• Smart Scan（DB処理のオフロード）

– データ・スキャン/フィルタのDB処理をストレージにオフロード

– レポート、クエリー、バッチ・ジョブなどを高速化（10倍以上）

• Smart Flash Cache / ストレージの階層化

– アクティブ・データはストレージ上のフラッシュに自動キャッシュ

• In-Memory Columnar Formats in Flash Cache

– フラッシュ上にキャッシュする際にIn-Memory Columnar Formatを
利用することで集計処理を大幅高速化

• Hybrid Columnar Compression（HCC）

– 業界最高のデータ圧縮率（平均で10倍）

– データはフラッシュ、メモリ、バックアップ、スタンバイ内でも圧縮された状態で処理
HCC

10:1

S
Q
L

データベース・サーバー

ストレージ・サーバー

In-Flash
Columnar scans 

99
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Autonomous Database Cloud

10

ワークロードに応じた選択肢

Autonomous 
Transaction Processing (ATP)

すべてのデータ分析処理に最適化:
• データウェアハウス、データマート
• データレイク、機械学習

Autonomous
Data Warehouse (ADW)

OLTPおよび混合ワークロードに最適化：
• トランザクション、バッチ、レポーティング
• アプリケーション開発、機械学習

AUTONOMOUS
DATABASE

2018年3月提供開始 2018年8月提供開始

ファンコミュニケーションズ様は
ATP をご採用
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ファンコミュニケーションズ様の課題（１）

• 集計処理をイメージした関連ER図
（弊社にて理解した概要を示したものであり、
実際のものとは異なります）

11

月次の集計処理の時間短縮

広告主

広告
登録
サイト

クリック
実績等

登録
ユーザー

19,000社
以上

2,500,000サイト
以上

！！

例：全課金履歴を抽出

• 一部の時間のかかっている処理を
オラクル内の検証機にて確認

ATPもADWも処理傾向は同様
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ファンコミュニケーションズ様の課題（２）

12

アプリケーション開発者に寄り添えるデータベースが必要

開発

• SQLは書ける

• SQLが遅いときの
対処はインフラ側に
相談

運用

•インフラ全般担当

• SQLが遅いときの
調査依頼の対応

依頼

回答
調査

Oracle
Database
Standard
Edition

• 運用担当者に調査作業が発生してしまう

– 場合によっては外部委託のDBAに問い合わせ

• 開発担当者が適切なタイミングで作業できない

【現状】 【ADB 導入における期待】

開発

運用

調査

環境の用意

• 開発担当者が直接SQLの動作を確認

• 運用担当者は場合によってはクローン等で
開発環境を準備

Autonomous

Database
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Service Console

13

ADBに付属する運用管理ツール

• リソース利用の履歴をリアルタイムに確認

– CPU使用率、Storage使用率

– データベースの負荷状況

– SQL実行数、平均レスポンスタイム

– 接続サービス毎の負荷状況等

• リアルタイムSQL監視による実行中のSQLや
履歴の確認

• 運用管理

– ADMINパスワードの変更、MLユーザの管理

– リソースマネージャの設定変更

– Oracle 社へのフィードバックウィザード
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Service Console

14

ADBに付属する運用管理ツール
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SQL Developer（DBAナビゲータ）

15

開発者視点で必要な簡易的なDB管理が可能

• ツリー展開による直感
的な確認

– 初期化パラメータ

– バックアップ/リカバリ

– セキュリティ

– パフォーマンス

– リソースマネージャ

– 記憶域 等
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Autonomous Database Cloudが実現すること
完全な自動化によるデータ管理の効率化/コストの削減

16

Software Cost
Labor Cost

Storage Cost

Server Cost

Facilities Cost

*Source: Oracle TCO report 2018. 50% savings calculated based on 16 CPU config w/BYOL from on-premises Oracle Database

管理コストを最大80%、TCOを3年間で最大50%削減

ファシリティ管理

サーバー管理

OSインストール/パッチ適用

DBインストール/パッチ適用

バックアップ/リストア

HA/DR

DB最適化/スケール

AP最適化

AP管理

ファシリティ管理

サーバー管理

OSインストール/パッチ適用

DBインストール/パッチ適用

バックアップ/リストア

HA/DR

DB最適化/スケール

AP最適化

AP管理

$877K

$431K

On-Premise
Autonomous

Database

お客様管理

お客様管理

オラクル管理

16
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Autonomous Transaction Processing (ATP)

• エキスパートによりチューニングされた NetSuite と ATP でのチューニングを比較

– 17,542 SQLステートメント、 1,852 テーブル、 8151 索引- 長年かけてのチューニング

– ATPで実行する前にすべての索引と統計を削除

17

NetSuite ワークロードでの検証結果

Elapsed
Time
(sec)

Expert ATP

11551172

Indexes
Used

Expert

ATP

1733

4663

ATPはエキスパートによるマニュアル・チューニングと同等の性能を実現
ATP はワークロード変更があってもチューニングされる
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Autonomous Database のリソースを
「お手頃」に活用
Database SE ライセンスを活用した Autonomous Database の導入

18

※本資料における単価は2019年7月時点における Universal Credit Monthly Flex のものです
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BYOL to PaaS 

• オンプレミスのソフトウェアライセンスを持ち込むことで、Oracle PaaSレートに含まれる
ライセンス関連費用を除いた優遇レートでPaaSを利用できる仕組み

19

PaaSへのライセンス持ち込み

持ち込み

Compute
+

Compute Support

オンプレミス

License Entitlement
+

License Support

Compute
+

Compute Support

Automation

License Entitlement
+

License Support

Oracle PaaS
“License included PaaS”

Compute
+

Compute Support

Automation

License Entitlement
+

License Support

BYOL to PaaS

通
常
の

PaaSレ
ー
ト

B
YO

Lレ
ー
ト

No Automation
or 

Self Automation

H/W

S/W

¥38.71/h

¥201.61/h
DBCS EE EP、ADBの場合

BYOL: Bring Your Own License



Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

リソース共用型の Autonomous Database Serverless

20

リソースを共用することでお手頃に利用

OCPU※: 1～128

Exadata Storage: 1 TB～128 TB

※ OCPU：Oracle CPU ≒物理Core

185,808 

336,096 

486,384 

636,672 

786,960 

937,248 

1,087,536 

1,237,824 

120,000 120,000 122,568 
151,584 

180,600 
209,616 

238,632 
267,648 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1  O C P U 2  O C P U 3  O C P U 4  O C P U 5  O C P U 6  O C P U 7  O C P U 8  O C P U

Non BYOL(MF) BYOL(MF)

月額費用： Exadata Storageは2TBで計算（2019年7月）

（24時間×31日で計算した際の金額）

DB EE+MTA+RAC
(17 OCPU以上)

DB EE+MTA
(16 OCPU迄)

DB SE、
DB SE One、

DB SE2
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Oracle Database Standard Editionライセンスの
Autonomous Database Cloudへの持ち込み（SE BYOL to PaaS）

• 対象ライセンス

– Oracle Database Standard Edition 2, 
Oracle Database Standard Edition, 
Oracle Database Standard Edition One

– サポート契約継続中のライセンスであること

• ライセンス持込み先サービス

– Oracle Autonomous Data Warehous

– Oracle Autonomous Transaction Processing

• 利用条件 (対象OCPUの範囲なら複数インスタンスで利用可能) 

– 1 Processorライセンスで 4 OCPUまでの環境を利用可能

– 10 Named User Plusライセンスで 1 OCPUの環境を利用可能

• 制限事項

– 1 インスタンスあたり最大 8 OCPUまで

21

120,000 120,000 122,568 

151,584 

180,600 

209,616 

238,632 

267,648 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

1  
O C P U

2  
O C P U

3  
O C P U

4  
O C P U

5  
O C P U

6  
O C P U

7  
O C P U

8  
O C P U

BYOL(MF)

月額費用： Exadata Storageは2TBで計算（2019年7月）

（24時間×31日で計算した際の金額）

1 Processor分 1 Processor分
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Oracle Consulting Service による導入支援

22
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Autonomous Database Cloud の円滑な導入
自社でうまく使いこなすために

23

現行

お客様管理

他社
クラウド
管理

23

ファシリティ管理

サーバー管理

OSインストール/パッチ適用

DBインストール/パッチ適用

バックアップ/リストア

HA/DR

DB最適化/スケール

AP最適化

AP管理

Autonomous
Database

お客様管理

オラクル管理
ファシリティ管理

サーバー管理

OSインストール/パッチ適用

DBインストール/パッチ適用

バックアップ/リストア

HA/DR

DB最適化/スケール

AP最適化

AP管理

外部DBA
による

ヘルスチェック

• DB SEとAutonomous DBの
運用のコツは異なる

– DB SEはリアルタイムな確認は困難

– Autonomousはリアルタイムに確認

• Autonomous DBの特徴や長所
を生かしてつかいこなす

– アプリケーション観点での使いこなし

• 異なる環境からの円滑な移行

– 現行の他社クラウドから
Autonomous Database への適切な
移行
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よくある要望/課題とOracle Consultingの支援項目

24

ご支援項目要望/課題

Autonomous Databaseに移行することで
現行の運用がどのように変わるのか不明

外部の企業に頼らず、可能な限り自分た
ちでOracle Cloudを活用していきたいが、
操作方法/活用方法などが不明

Autonomous Databaseを利用することで、
運用コストを削減したい

Autonomous Databaseに問題なく移行で
きるかどうかが不安

本番安定稼働のために検証環境(PoC環境)
でチェックすべきテスト項目を知りたい

目指すべき効果

Autonomous Database
構築支援

Oracle Cloud
スキルアップ支援

Autonomous Database
PoC支援

プロジェクト進行中に課題が発生した場
合にアドバイスが欲しい

Autonomous Database
運用アセスメント

Oracle Cloud Q&A支援
お客様ご自身での自律的な

Oracle Cloud活用

スムーズな本番切替

迅速な環境の準備

本番稼働後の安定運用
スムーズな本番切替を迎えるため、並行
稼動を考えたい

Autonomous Database
データ連携検討支援

運用負荷/運用コストの軽減



Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  | Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

ハンズオン後のお客様へ

オラクルコンサルがその不安を解消します！

Day 5

データロード環境構築 サンプル分析
レポート作成

Day 1 Day 2 Day 3-4

ユースケース
定義

環境設計 結果報告
ディスカッション

ユースケースの不安
データはあるけど、

まだユースケースを完全に
は具体化できていない・・・

技術の不安
簡単なことはわかったけど、
環境構築で技術的に
つまづいたらどうしよう・・・

分析の不安
どんな画面で作ったら
欲しい情報が見つかるか
分からないな・・・

活用の不安
システムとして組み込んで
いくにはどうしたら良いんだ

ろうか・・・

Oracle Consulting - SKU#B89690

ADW Rapid Start サービス 5人日

オラクルコンサルが
その不安を解消します！

「ADW、確かに良さそう！ 大まかにやりたいことはあって、関連するデータもある。 だけど、ちょっと不安が…」

V4.0

SKU: B89690 Rapid Start for Autonomous Data Warehouse Cloud

25
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まとめ

• Autonomous Database で課題解決

–時間のかかるSQL実行をExadataの機能で時間短縮

–運用担当者のみならずアプリケーション開発担当者もSQL実行状況を
簡単に確認

• BYOLの仕組みを利用し、お手頃にAutonomous Database を利用

• 自社でのつかいこなしのためにOracle Consultingを活用

26
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Oracle Digitalは、オラクル製品の導入をご検討いただく際の総合窓口。
電話とインターネットによるダイレクトなコニュニケーションで、どんなお問い合わせにもすばやく対応します。

もちろん、無償。どんなことでも、ご相談ください。

http://www.oracle.com/jp/contact-us/index.html
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